
〇 〇 〇
一 正 派 の 市
般 遣 一 町

平 競 社 部 村
成 争 会 改 等
十 入 道 教 正 へ 道
四 札 警 育 派 人
年 に 察 主 遣 事
六 係 本 事 さ 委

北 海

〇 〇 〇 〇 〇
特 特 軽 都 都
定 定 油 市 市
調 調 引 計 計
達 達 取 画 画
契 道 契 札 税 公 事 法
約 帯 約 幌 に 業 に
に 広 に 医 係 の よ
係 土 係 科 る 事 る

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
都 道 道 半 特 家 道 土
市 路 路 島 定 畜 営 地
計 の の 振 漁 伝 土 改
画 区 区 興 港 染 地 良
の 域 域 法 漁 病 改 事
変 の の に 場 の 良 業
更 変 決 よ 整 発 事 の
の 更 定 る 備 生 業 工

第

〇 〇 〇 〇 〇
土 土 国 大 特
地 地 土 規 定
改 改 調 模 非
良 良 査 小 営
事 区 の 売 利 告
業 の 成 店 活
の 定 果 舗 動
計 款 の 立 法

号

毎
週
火
・
金
曜

月 る 部 に れ 員
十 資 告 係 る 会
一 格 示 る 職 告
日 に 特 員 示

関 地 に
す 部 係
る 局 る
公 及 特

火 示 び 地
そ 部

曜 の 局
級 及

日 別 び

る 木 る 大 特 告 業 開
入 現 落 学 約 計 発
札 業 札 告 業 画 行
の 所 者 示 者 の 為
公 告 等 の 変 に
告 示 の 指 更 関

公 定 の す
示 認 る

可 工
事
の
完
了

決 市 事 の 事（
定 三 町 業 工 の
件 村 計 事 完
） 道 画 の 了

の 案 完 の
代 の 了 届
行 縦 出
工 覧
事
の
開
始

画 の 認 地 人 示 目
変 変 証 法 設
更 更 附 立
の の 則 の
同 認 第 認
意 可 五 証

条 の
第 申
一 請
項
（
変 次
更

日
発
行

並 そ
び の
に 級
準 別
特 並
地 び
部 に
局 準
の 特
指 地
定 部
の 局
一 の
部 指

（
公 （
園 都
下 市（

税 水 環
務 道 境
課 課 課

（ （
土 土
地 地（ （ （ （ （ （

都 道 道 道 漁 酪 改 改
市 路 路 路 港 農 良 良
計 整 整 計 漁 畜 指 指
画 備 備 画 村 産 導 導
課 課 課 課 課 課 課 課

）
の
届
出
の
訂
正（ （

土 土
地 地 （ （ （
改 改 農 地 生
良 良 地 域 活
指 指 調 産 振
導 導 整 業 興 発行
課 課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

改 定

六 六 六
七 六 五

３
利
営 の表 非 請定

申特代

） ） ）

六 六 六 六 六
四 三 三 三 三

２
非 請た款 定

申特代主定

利事記 営 のるに 表

） ） ） ） ） ） ） ）

六 六 六 六 六 六 六 五
二 一 一 一 一 〇 〇 九

事記
るに 表

た款

代主定

） ） ） ） ）
電話

ペ
五 五 五 五 五 ー
九 九 九 九 七 ジ 印刷

立１ 北

特の 海

定認平 道

非証成申特 告

定 営の 示請 利申年非 第

活請６営 の

動が月利

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
特 特
定 定
調 調
達 達
契 契
約 約

年人
法 たの 動 っ活者 あ

平札橘

日称名
名 月の氏

ふ

事が福成幌

護き域

業い祉

務載 者 あ

をづの年れ泰

のれ 法 たの所さ 動 っ活
名在目 月の氏所た 年人

平北渡札す

日称名地的
のた

目成海邉幌こる

を

道市 的

さ
務載 者

と年清豊法め

的
在目

氏所た
のれ

の所

ど

村砂れざ又育な

名地

、のを

中川こるしは成

賢市の、

あ

一西法自環整た行

活 促あ 号っ

の人

法た法 た

進っ日動

告年

同日称

成、名 月 平での
成ア

律２平オ

法第
年条

シ

第項
７の
号規年ス

に に
係 係
る る
落 入
札 札
者 の
等 公
に 告
関
す
る
公
示

り進月い

行く増５あ克

間寄日祉

、仲に９福

い
りる

生くす

たづ与会

ま
習支と

学のこ

涯

五 教援を

七

す

をると

等す的

室を目

き

し５真美平人、
企こ

す７月、め

ま月愛区は
者や

中齢ま

。日寒高こ

丁え対

９抱な

通のか

央

き

番まで

１さの

目る応
ざ

４人然境備めい

－まる

事住

条は環をにの、

郎

」切す業み

北、境大関

い

丁達及にるやよ

６私

る業ち地

目にびす事ま

１う

ほこ社

番る生心のお域

お活を
、のづ

号い環養かし会
り

や」な次たく

と境い
保らをのに

すのが代め

第に月

）定４

ら

よ
第公

条り日

示

。道

のる海

項す北

１告

る

、
り堀

よ
に事

定知

規

、
しり
施よ

実に。

画と な相
生地
、

問談

寄

決介
解、
を業

題事 号 ・環うベ与

ぎ全、担イ
少トる

与整境青ンす

を

と

てを保年事こ

え備の お
と達

の
次

くめ全の業 設
り也

六 六
九 八



６

る 表 非 請た 定
申特代主

動 っ活務 者 あ利事 営 の

北 海

に 表 非

た款 定
特代主定

動
活務載 者 利事記 営る

道 公 報

５

記

の るに

請 た款
主定申

っ 務載

あ 事

第

４
利

営 の表 非 請定
申特代

動 っ活者 あ

号

主定

平た款
成るに 十

事記 四
年務載

六

の氏所 年人の 法 たの所

高高札

日称名地

名在 月

りに成齢橋幌

人く進平
者市

材
の、寄

援子央

育環与年支博中

をのる月セ区

成境す５

氏所た 人のれ 法の所さ

数建

称名地的

名在目

の
川帯相調

村広こ互査の築

市のの研市界
・技

集善西法協究民の

にび団術

団規２人力及

所た年

のれた

所さ

条は

進な与平

地的日

在目月

幌こ活をるす成

札生

市のし図よる
障と５

豊法てるうこ年

はくめ害を月

平人いた

名 月の氏 年人
法 たの

区

目ビたと平ひ松

日称名
わヨ

指ス待を成ま本

しの機目

５会子

、提児的年りシ

さ

つをのす月

且供童と

所

月のれ 十

所た 一

在目 日

札で

地的

火

市のこ

幌こす

曜

区人か

西法や

日

ン北

西はに

推保こ
、をー条

進全と日タ５

、地目西

し
も域的

る１

て全す目

っ安と丁
号

教際７

会国。番

社、

体水
全の
健等
、力
育協

高り育等準

南、よ教
建及対高

丁度、普をの
に、

６技築活象揚

目な
地と術を助建

番術技動
関う又物

川豊に行言築
支品

善なすとはの

村富
宅験幅も援質

規経ると
い、協上

内を広に・向

有

美、このを目

動えと

園障と活抱的日

る

条を支をるす

６害を
えしい達。

８抱援行人

人社誰高

目る、、や

丁
が復が者

番達会も齢

１

福

域やらの

号地帰暮へ

当会や祉

で社し

、行解る

非目

護、を

保う消。日

場目し

立利と

の営的

者

福

っ保会

立の社

に的、
を寄

要業に

必事祉

た育

条育で

９保長

野、成
な

よ

目要、

丁必る

４をき
全い

１るよ

番すり

４と

公

児境
幼環
の育
て保

号

９

づ増
ちの
ま益
な

営 の に非 請 款定

定申特

特を次

す分不力、

利 記

多い代

会で定行世

る野
８

、

員、

る 表 非 請た 定
申特代主

い進

た参す増

利事 営 の

に促と寄

前の街に

り加
７

非 請た款 定
申特代主定

行与

利事記 営 のるに 表

ーまこ

サ、る

育いす

保

全を
安り
、く
がつ

さ動 っ活 載

あ 記
に

款
定

名 目月の た年人 れ法 た
稚

の生合与平幼

的日称
舎

こ国活いす成

の民援、る

活務 者 あ

法に助学こ年

所 年人の 法 たの所 動 っ

岩

日称名地

名在 月の氏

成ュ村見

すざす平ヒ西
ー沢

るしる

研て。

務載 者 あ

修、年マ拓市

のれ 法 たの所さ 動 っ活
名在目 月の氏所た 年人

平北尾札対

日称名地的
のて

社成海形幌こし

て

道美市 会

まりい
全年マ恵中法、

りなた、健

に・っよか

案暮地暮高高全

関提て

載

るをら域ら齢齢な

す

こた祉
し福

的
目

た
れ

さ

びと５あ

法常ー

の日サ

はし関合を月い

人対に

か 、、すい目

活事国と

日生る、的日

境を協る

の環業際す

本
を改い及

化の行力。

文

じ球

盤、同地

基善、び

ても球平

しど地の

と子

み月・の

を住５ン夫日

ラ出

及
びよ
講い日イ町

座社フ

開のプ地

を会・番

設実ロ
ト

男寄ク

、にェ

し現ジ

人カ
同るジ

共す・

女与

月ッ区はウ

体５リ子央

ジ北家ン

の
利

カ条生リ

益日・２庭セ

ン２・グ

増ウ西活ン

の

リ目生行

にセ丁人を

進

・な

寄
与ン

るセ地育、

すグ番教い

子
とタ経た

こン１・ま

のをど

様行し活し者者

化で知大も

々う積性が

業的をき識切達

な事極

育

談をに推る、にを

相

恵るて

を実ま進や知す

、しをこて

受施ちしさ

、出高い子とい

付しに

。

、高ら齢まどをく

け

達びこ

解齢れ者ちも学

とくに、れ

決者るにづ

元うっり伝いら

にがよ

、をの

は活ス

人生ビ
向

情

者こな

齢む要

高営必

しでを

対が報

にと

五心き提

八

事

健うる

のよす

身る供

発ちとの

、た人和

康、

助に

途教て進

展のし推

パ

参こャ

国、け寄

上育

と
を的
会目

社をン

画と

のを

目等養

をー済教
め るにに

すみか

と悩豊

的
活

け気にてをえじの
。

こな動

助にす安実るめ

しすとどを

言自る心現

をとてるにの通

・信こ

業
援持に豊。よなじ

支

にび

及家よ

持門お

保専
立り産

自よ資

び



つ１ 北

北いの 海

て平 道

、成の

海
告道

平 オ 届 示告

成 出年の 第示

十 第者６

四 か月の

年 ら 号号六 届日の

北 海

非 請た款 定
申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

道 公 報 第

非 請た款 定
申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

号

事記
るに 表

た款

代主定
務載 者

月 出事 大十

規の項

一

模内中

日

立
す 舗
正 店
訂 売
を 小容

火

法
旨 地
る

曜

届 附
の

日

人のれ 法 たの所さ

出 則

的

名在目 月の氏所た 年
小中小形結地

日称名地

し社

成樽樽この集域

平
ト市の財
保づ

年ラ一花法産、会

は未存く

５ス夫園人を

イン修ク普全と

月ト４

、の目

オダ、ノ及体を

ト学ジ定利的

テス産ロ

のす

ノリ官ー着益と

ク

法 たの所さ
ローのにに

目 月の氏所た 年人のれ

北冨札

日称名地的

名在

性、成海田幌こ

女と平
道市の や子

男区人

、ど年バ房北法

家達月オ北は

核も５イ

在目

氏所た
のれ

の所さ

上小こ児

三苫幼

名地的
柳人権

麻市法人

牧のの

っ 条
あ ５

が 第

町はを

生

、道

で海 項
の北 １

た 第

堀 の
と ）
の事 更
次知 変

来活り

正 ）
訂 出
り 届
お

協丁、
継に寄

日議目小へ用に
けす

番の承向与

会１樽

様こ

号つてたる

１もし
たなを

お重く々と

貴い
、動的

る歴め活目

たな
民進す

尽と市をと

無史

よ増る

ル化のめる

ビ文

振流する進。

ジの交対
道民貢

の興なる道に

ー

し

らたの民生献

暮のど
に種理の、

しめ各の活
を定ち

環、事解安ま

や

く

へ開を深とづ

境公業
ミじな上り

のセ通め向
ら図寄

用ナてがをに

利

産７、
やー、

族の
全振西イ

の健日業条バ

成協丁ア

育育興２オ

子
援寄８ラ

支に会目イ

て
る北

及す地ド

、与番ン
を

域をビ道

地事北海

び

４、守
子的内め

の目ル

祉

６で福

目気、

丁元り
に育

番か教

６や、

の健
に
が共
もを
ど題
子問

地

也 容
る 内
す達 の

つ考
育

地業平

土事事平

良
に
。

改の成業
主取 良工

体 の６

法事年

有と豊

の心、。

昭完月

無をな

形力か

北 項 北

海 土基 海の

道 盤平 道規 地

告 整成 告定 改

示 備 示に 良

第 ］年 第

り６

よ 法

等す

バやバ、る与

農月

オ術オ術社る

イ技イ技

村

イ研テの会こ

北

土土 海

地平

生地

道

改成

地 田籍

告改 原図

良 示良 町・

区年 第

籍の６

法 地

、

てすし

育とざ

簿定月

証成小地

認
援。バ

支る
成水図 果 土し平清籍

国

の町・

調た
査。
６籍 名 法年地

く
に働
め、
たえ

月称簿

、
北
海 開開

道 店店

告 時時

示 刻刻

第

午午

名町

前前

和了
の日

区 律が世

法出地仁

年届
っ名１

第あ宇

た

害 第事災 ）。 号

復

、 昭

条旧

号 道 号平 和

）日 成
年）

土 月 第の
５ 律業

年 法事
地

別事 第士良 ）、改 号日
業

昭

の計 条市

款 号和
の日

原を
法 別田更

年 紋生変
可
第 町認

律 郡

し

国第

安。 ）

字部た 号

の

昭

一条

和

日

査 法っ里清

年調行斜小

第を者町

律た郡水

査た 第

っ泉 ）

調行字 号

地
を域 条

号

時時
９９

」
分分
を年

の業

）
時

９
前
午

日

北

の
項の １）

第地

２農

に道
種 定海

規

五 よ知

九

行画 の

の
次堀

、類

り事

項地更 ５土変 第うの ３

海 い

意北 お良同 に改に
し

用中
。知 準内

た道 て兼

２
第

同区

堀 る地
す央

事

規

成成の

平平項

月海 よ

４２北 に

年年定

道 り

月
で成

かま事 平

日日知 、

ら

堀

成成 の

調平平 項
２

第

年

規査

よ

北４３ 行 に

年年 定を

り

っ 海月月

た 道

の

事かま 次期
知日日 、

正
訂
に

」

土

堀 国

間らで

了 お成

と完平

。
る

す

り達年
月

土
地也

改日

整
第盤

法基

達

月

同６

１進

也 第促
条備

査

認平 調

中

也 、
日

達 ３ の

証成

達

成年

果月 也

を日



町
別

門同同同同同同同

北 海

町
取

同同同同同平同同

道 公 報

同同同同同同同同

第

同同同同同同同同

号

土
流

平同沙

平取地 成

改 十
四良
年町区
六

畠畠

富賀賀賀豊庫清清

３１１１２

張張張郷富

同同同同同同同

川１２

生

旭荷小小川川川芽
同

１２３１

負平平向向向

同同同同同同

２１１２

貫貫貫貫貫貫貫岩
同同

別志

気気気気気気気知
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約般般成約 住札

に の競競 金

相争争年関 所額

手入入２す
事

円方札札月る

札をの

幌決告日務

第

１２３
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６
台
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落
り

よ

火

決
を

曜

し
定

日

帯び、 、 道

た

除 広×
雪
、 土グ 木
現付レ

業５ー
ダ 所台

秋
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４
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条 格い する 価な とす 定
限しに 制の 。件 の者 る

た 囲札し 範入反 のた違
規は 最務札 で財入 内、

第う南所。

無 の則、 低

。３企
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日 年参 警

令す
政加

察

者
第る

火 号に 本

。必

曜 以要

部下な

日
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